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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 12日 (2007.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ に 表 れ て い る よ う に 、 上 記 第 ２ リ ン ク ア ー ム ３ ４ の 他 端 部 は 、 各 移 動 部 材 ２ ０ Ａ ，
２ ０ Ｂ に 対 し 、 第 ６ 垂 直 軸 Ｏ ６ を 中 心 と し て 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 具 体 的 に は
、 第 １ 移 動 機 構 １ ０ Ａ に つ い て は 、 第 ２ リ ン ク ア ー ム ３ ４ の 他 端 部 は 、 上 記 連 結 ア ー ム ２
４ ａ に 形 成 し た 軸 を ベ ア リ ン グ を 介 し て 相 対 回 動 可 能 に 支 持 す る こ と に よ り 、
第 １ 移 動 部 材 ２ ０ Ａ に 対 し 、 第 ６ 垂 直 軸 Ｏ ６ を 中 心 と し て 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て お り
、 第 ２ 移 動 機 構 １ ０ Ｂ に つ い て は 、 第 ２ リ ン ク ア ー ム ３ ４ の 他 端 部 は 、 上 記 支 持 ア ー ム ２
３ ｂ の 一 方 に 形 成 し た 軸 ３ ４ ｂ を ベ ア リ ン グ ４ ６ を 介 し て 相 対 回 動 可 能 に 支 持 す る こ と に
よ り 、 第 2移 動 部 材 ２ ０ Ｂ に 対 し 、 第 ６ 垂 直 軸 Ｏ ６ を 中 心 と し て 相 対 回 動 可 能 に 連 結 さ れ
て い る 。 こ の 第 ６ 垂 直 軸 Ｏ ６ は 、 上 記 第 １ 垂 直 軸 Ｏ １ と 第 ２ 垂 直 軸 Ｏ ２ と を 通 る 、 上 記 長
手 軸 線 Ｇ Ｌ と 平 行 な 水 平 直 線 上 に 位 置 し 、 か つ 、 第 ２ リ ン ク ア ー ム ３ ４ の 長 さ 、 す な わ ち
、 第 ５ 垂 直 軸 Ｏ ５ と 第 ６ 垂 直 軸 Ｏ ６ の 軸 間 距 離 は 、 第 １ リ ン ク ア ー ム ３ １ の 長 さ 、 す な わ
ち 、 第 １ 垂 直 軸 Ｏ １ と 第 ３ 垂 直 軸 Ｏ ３ の 軸 間 距 離 と 等 し く な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ７ は 、 本 願 発 明 に 係 る 搬 送 ロ ボ ッ ト の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態
で は 、 直 進 ガ イ ド 機 構 ４ ０ ０ 、 移 動 部 材 ２ ０ 、 駆 動 機 構 、 ハ ン ド ２ １ 、 ハ ン ド ２ １
の 係 止 部 ２ １ ｚ 、 お よ び 、 板 バ ネ ４ ３ ０ か ら な る セ ッ ト は 、 １ セ ッ ト だ け 設 け ら れ て い る

３ ４ ｂ ４ ６

１ ０ Ａ



。 こ の よ う な 実 施 形 態 に つ い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 上 述 し た の と 同 様 の 利 点 を 享
受 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ５ 】
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